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3）　現場内において再利用を図るもの　□発生土　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

★ ★

縮尺

★

日付

★

訂正

★

担当

★
藤川設計株式会社

★

承認 備考

★

業務名称 図面名称
一級建築士登録　３３８６０１

治田　聡
Ｍ－０１Ａ２：Ｎ／Ｓ

Ａ３：Ｎ／Ｓ （原図：A2）
特記仕様書１

1 工事名称

(11) 発生材の処理等

1）　引渡しを要するもの　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2 工事場所
上記以外の引き渡しを要するものについては別途、監督員が指示する。

2）　特別管理産業廃棄物　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

3 建築概要 処理方法　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

消施令の適用

4）　再資源化を図るもの　（　4 適用基準 図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、以下による
□ 建設発生木材　）

5）　発注者へ引き渡すものについては「現場発生品調書」を提出すること。また再利用を図る

　　ものについても調書を作成し、監督員へ提出すること。

6）　引渡しを要しないものは、全て構外に搬出し、建設工事に係る資材の再資源化等に

　　関する法律、資源の有効な利用の促進に関する法律、廃棄物の処理及び清掃に関する

　　法律、その他関係法令によるほか、「建設副産物適正処理推進要綱」に従い適切処理し、

(12) 電気保安技術者

(13) 施工条件

監督員及び依頼部局と協議調整し決定すること。

1) 施工可能日 ■ 一部に土、日曜日、祝祭日施工あり □ 指定なし

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2) 施工可能時間帯 ■ 指定なし □ 指定あり （　　　時　～　　　時　）

(14) 概成工期

　建築物等の使用を想定して総合試運転調整を行ううえで、関連工事を含めた各工事が支障の

ない状態まで完了していること。

　■ 指定なし □ 指定あり　（　平成　　年　　月　　日　）

(15) 仮設工事

1) 便所 □ 利用できる

2) 工事用水 □ 利用できる（無償）

3) 工事用電力 □ 利用できる（無償）

※ 本工事で新規受電または既設電気回路に接続し通電した時から工事に起因する電力料

金は本工事に含まれる。

(16) 足場

1) 内部足場 □　脚立 □　足場板

2) 外部足場 □　A種　　    □　B種　　□　C種　　□　Ｄ種　　□　Ｅ種　　□　Ｆ種

3) 防護シート等による養生 □　適用する　　□　適用しない

※設置する足場については、「手すり先行工法等に関するガイドライン」（厚生労働省平成21

年4月）により、「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合する手すり、中さん及び

幅木の機能を有する足場とし、足場の組立て、解体又は変更の作業は、「手すり先行工法に

よる足場の組立て等に関する基準」の２の(2)手すり据置き方式又は(3)手すり先行専用足場

方式により行うこと。

(2) 機器及び材料等

(17) 建築材料等

工事に使用する機器及び材料等については、予め使用機材届出書（メーカーリスト）、

1) 本工事に使用する建築材料等は、設計図書に定める品質及び性能を有する新品とするほか

機器明細図、現品、カタログ、その他諸資料を事前に届け出ること。

尚、図面に記載の品番は、参考品番として便宜上メーカー品番を使用しているので、

メーカー選定にあたっては、同等品以上の性能を有するものとする。また、国等による

環境物品等の調達推進に関する法律（グリーン購入法）を考慮し、再生品などの

環境に優しい（環境物品）の調達に努める。

努めること。

又、重量機器については、機器据付要領・耐震計算書もあわせて提出すること。

3) 下記製品を本工事で使用する場合は、三重県リサイクル製品利用推進条例に基づく認定製品

を使用すること。ただし認定製品が入手できない場合は、監督員と別途協議を行うこと。

(3) 官公署等への届出手続

工事に伴う関係官公署への必要な諸手続きは、受注者が遅滞なく行い、これに

4) 下記製品を本工事で使用する場合は、三重県リサイクル製品利用推進条例に基づく認定製品

要する費用も負担する。

を使用するように努めること。

1） 消火器に係る消防用設備等設置届出書の作成

　　(認定製品の品名：　・間伐材製工事用バリケード・間伐材工事看板・間伐材表示板

・本工事(・建築工事・電気設備工事・機械設備工事)

　　（　　　　　　　　　））

・別途工事

                                                                             

2） 防火対象物使用開始届出書

書類の作成(機械設備図面の作成及び機械設備に関する部分の記入)を行うこと。

(4) 品質管理

工事施工に関して、着手前・施工途中・施工後の自主検査を実施すること。

チェックリスト等を作成し、管理を行うこと。

(5) 出来形管理

以下の項目について、出来形管理の対象として管理を行うこと。

1) 各種機器据付

・ 耐震強度（設計標準震度、アンカーの種類・サイズ確認・埋め込み深さ）

・ 基礎寸法 ・ 水平、垂直等

2) 配管・ダクト工事

・ 支持間隔 ・ 振れ止め支持間隔

3) 屋外排水工事

・ 排水勾配 ・ 桝の深さ

4) 水栓、リモコンスイッチ類の取付高さ

(6) 製品確認

発注者、受注者において仕様を決定し、製作するような規格品ではない製品については、試

験・検査等を行う機器が整備された施設内において、監督員等が製品の確認を行うものとする。

□ 適用する ■ 適用しない

(7) 耐震安全性の分類

構造体（　）類　　建築非構造部材（　）類　　建築設備（　）類

(8) 機器の地震力（主要機器） 地域係数   (1.0)

機器名

設置階 （　　　） 設計標準震度Ks　(       ) 地域係数   (1.0)

水槽類

設置階 （　　　） 設計標準震度Ks　(       )

その他監督員が指示するもの

　　冷凍機等の撤去に伴う冷媒の回収方法は、改修標準仕様書第３編 ２．４．３により、次の

　書類の写しを監督員に提出すること。

　 ・フロン回収行程管理票

   ・特定家庭用機器廃棄物管理票（家電リサイクル券）

　撤去する前にフロンを屋外機ユニットに集める作業（ポンプダウン）を行うこと。

　パッケージ形空調機の移設等により、冷媒の回収が必要となる場合においても、上記に準じて

  冷媒の大気中への飛散を防止する措置を講じること。

(10) 中間技術検査

実施回数　（　　）回

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

「公共建築工事標準仕様書（建築、電気、機械設備工事編）平成28年版」

「公共建築改修工事標準仕様書（建築、電気、機械設備工事編）平成28年版」

「公共建築設備工事標準図（電気、機械設備工事編）平成28年版」

「建築、電気、機械設備工事監理指針平成28年版」

独立行政法人　建築研究所監修

「建築設備耐震設計・施工指針2014年版」

　□　適用する　　　　　■　適用しない

2) 本工事で使用する建設資材の調達にあたっては、極力市内の取り扱い業者から購入するよう

工事細目

　(1) 配管材料 部分的に配管種類を変更する場合は、図面内に明記すること。

■ 給水管 ■ 水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管　　JWWA K116

フランジ付硬質塩化ビニルライニング鋼管　WSP 011

(一般; SGP-FVA, FVB 　地中　; SGP-FVD)

※ 継ぎ手はコア内蔵型とする。

※ 給水管100Aはねじ又はフランジ接合、125A以上は

フランジ接合(工場加工）とする。

水道用硬質ポリ塩化ビニル管　JIS K 6742

(一般・地中 ; HIVP)

水道配水用ポリエチレン管　JWWA K 144　（地中：PE）

□ 水道用ステンレス鋼鋼管JWWA G 115

□ 一般配管用ステンレス鋼鋼管　JIS G 3448

※ 地中埋設管は、取出し位置のGL面又はSL,FL面より+100立ち

上げた所までとする。

■ 雑排水管 □ 配管用炭素鋼鋼管(白）　JIS G 3452 (SGP-白）

※ 継ぎ手はドレネジ継ぎ手又は、ＭＤ継ぎ手を使用

(地中・コンクリート埋設は防食テープ2重巻き）

■

□ 土間：　リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管　JIS K 9798 (RF-VP)　

※ 125A以下はVP、150A以上はVUとする。

排水・通気用耐火二層管　JIS K 6741(硬質塩化ビニル管VP)又は

JIS K 9798(リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管RF-VP)規格品

に繊維モルタルで被覆したもので国土交通大臣認定のもの。

■ 通気管 □ 配管用炭素鋼鋼管(白）　JIS G 3452 (SGP-白）

※ 継ぎ手はドレネジ継ぎ手又は、ＭＤ継ぎ手を使用

(地中・コンクリート埋設は防食テープ2重巻き）

■ 硬質ポリ塩化ビニル管　JIS K 6741 (VP・VU)

□ リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管　JIS K 9798 (RF-VP)　

※ 125A以下はVP、150A以上はVUとする。 RF-VPは屋外露出不可

排水・通気用耐火二層管　JIS K 6741(硬質塩化ビニル管VP)又は

JIS K 9798(リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管RF-VP)規格品

に繊維モルタルで被覆したもので国土交通大臣認定のもの。

■ 汚水管 □ 排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管　WSP 042

※ 同上ＭＤ継ぎ手　JPF MDJ 002

■

□ 土間：　リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管　JIS K 9798 (RF-VP)

※ 125A以下はVP、150A以上はVUとする。

排水・通気用耐火二層管　JIS K 6741(硬質塩化ビニル管VP)又は

JIS K 9798(リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管RF-VP)規格品

に繊維モルタルで被覆したもので国土交通大臣認定のもの。

□ 鉛管 □ 排水・通気用鉛管　　SHASE-S203

給湯管 水道用耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管　JWWA K 140

□ 水道用ステンレス鋼鋼管JWWA G 115

□ 一般配管用ステンレス鋼鋼管　JIS G 3448

ガス管

土間：　塩化ビニル被覆鋼管（黒）

□ ガス用ポリエチレン管　JIS K 6774　（地中：PE）

※ 地中埋設鋼管は、取出し位置のGL面又はSL,FL面より+100立ち

上げた所までとする。

消火管 配管用炭素鋼鋼管（白）　JIS G 3452 (SGP- 白）

消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管(白）WSP041 (SGP-VS)

※ 地中埋設管VS は、取出し位置のGL面又はSL,FL面より+100立ち

上げた所までとする。

屋外埋設排水

□ リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管　JIS K 9798 (RF-VP)

□ 排水用リサイクル硬質ポリ塩化ビニル管　AS-58 (RＥＰ-VU)

□ リサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管　JIS K 9797 (RS-VU)

※ 125A以下はVP、150A以上はVUとする。

□ コンクリート管　JIS A 5372（プレキャスト鉄筋コンクリート製品）

（1類水路用遠心力鉄筋コンクリート管）

□ 冷温水配管 □ 配管用炭素鋼鋼管（白）　JIS G 3452 (SGP- 白）

□ 水道用耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管　JWWA K 140

(一般　; SGP -HVA）

□ 冷却水管 □ 配管用炭素鋼鋼管（白）　JIS G 3452 (SGP- 白）

□ 水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管　　JWWA K116　(一般; SGP-VA, VB)

□ フランジ付硬質塩化ビニルライニング鋼管　WSP 011　(一般; SGP-FVA, FVB)

■ ドレン管 □ 配管用炭素鋼鋼管（白）　JIS G 3452 (SGP- 白）

■

□ リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管　JIS K 9798 (RF-VP)

※ 125A以下はVP、150A以上はVUとする。　RF-VPは屋外露出不可。

□ 排水・通気用耐火二層管　JIS K 6741(硬質塩化ビニル管VP)又は

JIS K 9798(リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管RF-VP)規格品

に繊維モルタルで被覆したもので国土交通大臣認定のもの。

■ 冷媒管 □ 銅及び銅合金継目無管　硬質、軟質または半硬質　JIS H3300

■ 断熱材被覆銅管　原管はJIS H3300による。 製造者標準品

ただし、保温厚は　ガス管　20mm、液管　10mm(液管の呼び径が9.52mm

以下の断熱厚さは8mmとしてよい) とする。

※ 冷媒用銅管の肉厚は、冷凍保安規則関係基準の規定による。

□ 油管 □ 配管用炭素鋼鋼管（黒）　JIS G 3452 溶接接合

□ 蒸気管 □ 配管用炭素鋼鋼管（黒）　JIS G 3452

□ ブライン管 □ 配管用炭素鋼鋼管（黒）　JIS G 3452

※ 弁類

塩ビライニング鋼管に使用する際は、管端防食コア付き、又はライニング弁を使用すること。

配管用炭素鋼鋼管（白）　JIS G 3452 (SGP- 白）

ガス事業者の供給規定に準じる

硬質ポリ塩化ビニル管　JIS K 6741 (VP・VU)

(一般　; SGP -HVA 　地中　; WHTLP 内外面耐熱性硬質塩ビライニング鋼管）

5Ｋ とする。

揚水ポンプ（二次側）、消火ポンプ（二次側）、水道直圧部は　10Ｋとし、それ以外は

□ 利用できない

□ 利用できない

□

□

□ □

□

構内既存の施設　　□建築工事に準じる

■ 利用できない

■ 利用できる（有償）

■ 利用できる（有償）

□

■

　　監督員に報告すること。（ﾏﾆﾌｪｽﾄA、B2、D票を提示すること。）

別記記載の指定資材及び参考見積メーカー又はこれらと同等品以上とする。

品質が求められる水準以上であれば、市内生産品の優先使用に努めること。

機械設備工事特記仕様書

(一般; SGP-VB 　地中　; SGP-VD　)

□ □

□

硬質ポリ塩化ビニル管　JIS K 6741 (VP・VU)

(9) 冷媒（フロン類）の回収　　　□適用する　　　　　■適用しない

■

□

津北工事事務所機械設備工事

津北工事事務所機械設備工事

津市　西丸之内　地内

土間・一般：　硬質ポリ塩化ビニル管　JIS K 6741 (VP・VU)

■

土間・一般：　硬質ポリ塩化ビニル管　JIS K 6741 (VP・VU)

■

■

□□

下記の該当する項目を適用する。また、特記事項において選択する事項は、

5 一般事項

　工事の詳細については、本設計図面及び仕様書による他、上記各適用基準に準拠し、監督員

指示の下に入念かつ誠実に施工すること。

　設計図書に定められた内容、現場の納まり・取り合い等の不明な点や施工上の困難・不都合、

図面上の誤記及び記載漏れ等に起因する問題点及び疑義、設計図書とおりに施工することで将

来不具合が発生しうると判断される場合については、その都度、監督員と協議すること。なお設計

図書とおりの施工であっても使用上の不具合が発生した場合は協議の上、改善策を講じること。

　他工事との取り合いについては予め当該工事関係者間において協議し、円滑な工事進捗に努

めること。なお調整不足による意匠的な仕上がり不備や不具合が発生した場合は監督員の指示

により手直し施工を行うこと。

1） 工事書類　： ・打合記録

・工事日報

※ 竣工図・施工図はＣＡＤにより作成すること。

※

2） 工事完成図書：

・機器性能試験成績書　1部

・総合調整測定表（試験結果・測定結果等）　1部

・出来形確認書類　1部　等

・工事写真

・施工要領書・施工計画書

・機器使用願 ・機器明細図

・品質確認書類

工事写真は営繕工事写真撮影要領（平成28年版）に従い撮影すること。

建築包含工事の場合、監督員に確認のこと。※

・工程表　　　　・施工図等

(1) 提出図書

・保守に関する説明書（取扱説明書・保証書）　2部

・官公署届出書類控、検査済証　1部

・機器完成図（ファイル等1部）

・完成図（竣工図｛製本3(原寸 1部､A3(見開き) 2部)｝・施工図｛製本1部｝）

・安全・訓練実施記録

■印のついたものを適用する。

■ コンクリート塊　　□ アスファルトコンクリート塊

9
1)　使用機械

低騒音型、低振動型の建設機械の使用に努めること。

2)　測定機器の校正記録

工事で使用する測定機器に対しては適正に校正した器具を使用しなければならない。

測定に先立ち使用する測定機器の検査済証（写し）又は校正記録（写し）を監督員に

提示すること。

当該工事を施工するに当たって施工時にフロン類の充填、回収作業を行う場合は、フロン類の使用の合理化

3)　フロン回収及び充填

及び管理の適正化に関する法律(平成27年4月1日施行)等の関係法令を遵守し、第１種フロン類充填回収登録業者
が行うこと。

(23) その他

　　(認定製品の品名：                                                               )

6 工事種目　　給排水衛生設備工事

空調設備工事

・　屋外給水設備工事

・　屋内排水通気設備工事

・　給湯設備工事

・　屋内給水設備工事

・　衛生器具設備工事

・　屋外ガス設備工事

・　屋外排水設備工事

・　屋内消火栓設備工事

・　屋内ガス設備工事

・　浄化槽設備工事

・　機器設備工事 ・　配管設備工事 ・　換気設備工事

・　その他

7 工事概要

給排水衛生設備工事　

(1) 給水設備工事

所要の各所に給水する。直圧部の弁類は、水道局規格品JIS 10K を使用する。

(2) 屋外排水設備工事

に至る配管、桝を勾配に十分留意し敷設するものとする。

桝は公団型、現場打ちまたはプラスチック桝とする。

(3) 屋内排水通気設備工事

本工事は汚水、雑排水を合流式により屋外桝に接続放流する。

(4) 衛生器具設備工事

衛生器具を所定の位置に附属金具により堅固に取り付けるものとし、陶器の

色は監督員と協議の上決定する。

　空調設備工事に於ける外気、室内の温湿度条件

乾球温度℃ 湿球温度℃ 相対湿度%

外気条件 夏期 34.5 27.3 57.6

冬期 1.7 -1.3 49.6

室内条件 夏期 26 - 成行き

冬期 22 - 成行き

(2) 配管設備工事

各機器間のドレン、冷媒配管をおこなう

ものとし、配管の振動及び共振に十分留意の上施工する。

(3) 換気設備工事

換気扇の設置ならびに付帯ダクト設備を行うものとする。

空調設備工事

(1) 機器設備工事

本工事は、空冷ヒートポンプパッケージエアコンにより冷暖房をおこなうものとする。

各機器の据付・試運転調整を含めて機器設備工事とする。

(5) 給湯設備工事

電気温水器による局所給湯方式とし、図示の各所に給湯する。

本工事は、汚水、雑排水を合流方式とし、敷地内最終桝

本工事は図示のごとくを工事範囲とし、直圧式により

(3)　室内外空気の温度測定

8 総合調整

(1)　風量調整

適用する □ 適用しない

(2)　水量調整

適用する □ 適用しない

適用する □ 適用しない

(4)　室内外空気の湿度測定

適用する □ 適用しない

(5)  室内気流及びじんあいの測定

□ 適用する 適用しない

(6)  騒音の測定

□ 適用する 適用しない

(7)　飲料水の水質の測定(水道法施行規則第10条による水質検査）

適用する 適用しない

のうち　一般細菌、大腸菌、硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素、塩化物イオン、

有機物（全有機炭素（TOC）の量）、ｐH値、味、臭気、色度、濁度　について測定を行なうこと。

　 ※遊離残留塩素　については、上記適用の有無にかかわらず、測定を行なうこと。

□ 適用する □ 適用しない

（8)　その他（　　）

□

■

■

■

■

■

■

■

(18) 建設副産物　情報交換システムの利用

 受注者は受注時において延べ面積が500㎡以上の工事については、工事着手前及び工事完了後に「再生資源

 利用計画書（実施書）」、「再生資源利用促進計画書（実施書）」を監督員に提出すること。

 また、工事着手前にJACICが運営する「建設副産物情報交換・システム」へデータを入力し、工事完了時には

 システムへ実績報告を行うこと。

1） 一般事項

　　両を含む。）並びに建設機械等の燃料として、不正軽油（地方税法第144条の32（製造

　　等の承認を受ける義務等）の規定に違反する燃料をいう。）を使用してはならない。
2) 調査の協力

　　また、受注者は下請負者等に同調査を協力するよう管理及び監督しなければならない。
3) 是正措置

    受注者は、不正軽油の使用が判明した場合は、速やかに是正措置を講じなければならない。

　　また、受注者は下請負者等に不正軽油の使用が判明した場合は速やかに是正措置を講じる

　　よう管理及び監督しなければならない。

    工事の施工に当たり、工事現場で使用し、又は使用される車両（資機材等の搬入車

    受注者は、市が使用燃料の採油調査を行う場合には、その調査に協力しなければならない。

(22) 不正軽油の使用の禁止

(19) 三重県産業廃棄物税

　本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、受注者が課税対象となった場合

には完成年度の翌年度の４月１日から８月３１日までの間に別に定める様式に産業廃棄物税

納付証明書を添付して当該工事の発注者に対して支払請求を行うことができる。なお、この期

間を超えて請求することはできない。また、産業廃棄物処理集計表（マニフェストの数量の集

計）を超えて請求することはできない。

(20) 事故の発生時

　工事の施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督員へ通報するとともに、所定の様式

により事故発生報告書を監督員が指示する期日までに監督員へ提出すること。

　なお、事故発生後の措置について、監督員と協議を行うとともに、当該事故に係る状況聴取、

調査、検証等に協力すること。

(21) 既設との取合い・養生

　本工事施工に伴う、既存設備の軽微な加工・改造は、本工事とする。

また、工事施工に際し、既存部分を汚損・破損等しないよう養生を行うこと。なお汚損・破損

等した場合は、機能・仕上げ共、既設にならい復旧すること。
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※ 横走り管の吊り間隔

鋼管 100A以下　　－　　2m 以下

125A以上　　－　　3m以下

ビニル管  80A以下　　－　　1m 以下

耐火二層管 100A以上　　－　　2m以下

銅管

鉛管 1.5m以下

鋳鉄管 標準図による

※ 横走り管形鋼振れ止め支持間隔

支持間隔 6m以下 8ｍ以下 12ｍ以下

鋼管 - 50A～100Ａ 125A～

鋳鉄管

ビニル管

耐火二層管 25A～40A 50A～100A 125A～

銅管

※ 冷媒用銅管の横走り管の支持間隔

基準外径　9.52mm 以下　　吊り間隔　 1.5m以下 ※　液管・ガス管共吊りの場合は

基準外径　12.70mm 以上　吊り間隔　　2.0m以下 液管の外径を基準とする。

形鋼振れ止め支持間隔は、銅管に準ずる。

(2) ダクト工事

矩形ダクト

□ ステンレス鋼板　JIS G4305

工法 アングルフランジ工法

□ 共板フランジ工法

□ スライドオンフランジ工法

形鋼補強 □ 山形鋼　　　JIS G 3101 □ SUS鋼材　　JIS G 4317

丸ダクト　　 ■ スパイラルダクト

□ 下水道用リサイクル三層硬質塩化ビニル管　(多湿箇所）　AS-62 (RS-VU)

(3) 保温塗装工事

1） 材料 部分的に材料を変更する場合は、図面内に明記すること。

■ グラスウール保温材 保温筒　JIS A 9504 2号　40K

（屋内一般等） 保温板、保温帯　JIS A 9504 2号　40K

■ 給水管 排水管 給湯管 □ 温水管

□ 蒸気管 □ 冷水・冷温水管 □ 冷媒管 □

（屋外等）

□ 温水管 □ 蒸気管 □ 冷水・冷温水管

□ 冷媒管 □ □ □

□ ロックウール保温材 保温板、保温帯、ブランケット

（防火区画貫通部等） 1号JIS A 9504

□ 給水管 □ 排水管 □ 給湯管 □ 温水管

□ 蒸気管 □ 冷水・冷温水管 □ 冷媒管 □ 消火管

ポリスチレンフォーム保温材 保温筒　JIS A 9511 3号

（屋内一般等） 保温板　JIS A 9511 3号

給水管 □ 排水管 □ 冷水・冷温水管 □ 冷水管（2～4℃）

□ ブライン管 □ □ □

（屋外等）

給水管 □ 排水管 □ □ 冷水・冷温水管

□ ブライン管 □ 消火管 □ □

調合ペイント塗り塗料 JIS K 5516（合成樹脂調合ペイント）　1種 

（露出）

□ 給水管 排水管 □ 通気管 □ ドレン管

ガス管 消火管 □ 油管 □ 冷却水管

2) 保温厚

・ グラスウール、ロックウール

保温厚　（mm） 20 25 30 40 50

給水・排水・ドレン・給湯 ～80A 100～150A - 200A～ -

膨張・温水・消火管  

蒸気管 ～25A - 32～50A 65A～ -

冷水・冷温水・冷媒管 - - ～25A 32～200A 250A～

　

・ ポリスチレンフォーム

保温厚（mm) 20 25 30 40 50 65

給水・消火・排水管 ～80A 100A～ - - - -

冷水・冷温水管 - - ～25A 32～200A 250A～ -

冷水管（冷水温度2～4℃） - - ～20A 25A～100A 125A～ -

ブライン管 - - - ～25A 32～80A 100A～

・ 機器ダクト保温厚

保温厚

25mm ダクト(屋内露出［機械室、書庫、倉庫］、隠蔽部）、消音チャンバー・エルボ

膨張タンク、鋼板製タンク、排煙ダクト隠蔽部(ロックウール）

50mm ダクト(屋内露出［一般居室、廊下］）、サプライチャンバー、貯湯タンク類

冷水・冷温水・温水・環水タンク、熱交換器、冷水・冷温水・温水・蒸気ヘッダー

排気筒隠蔽部（ロックウール）

75mm 煙導（ロックウール）

3） 種別

１ ２ ３ ４

屋内露出 保温筒 鉄線 合成樹脂製カバー

機械室・書庫・倉庫 保温筒 鉄線 原紙 ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ仕上

天井内・ＰＳ内 ｱﾙﾐｶﾞﾗｽ化粧保温筒 アルミガラスクロス粘着テープ

暗渠内（ピット内） 保温筒 鉄線 ポリエチレンフィルム 着色ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ

屋外露出 保温筒 鉄線 ポリエチレンフィルム SUS鋼板仕上

※ 1） 排水管については、上表暗渠内（ピット内）の仕様を防食テープ巻きに読み替える。

※ 2） サヤ管工法；架橋ポリエチレン・ボリブデン管使用の場合は、上表保温不要。

※ 3）

空調設備配管の保温仕様(R、G保温材の仕様のみ)

１ ２ ３ ４ ５

屋内露出 保温筒 鉄線 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ 合成樹脂製カバー

機械室・書庫・倉庫 保温筒 鉄線 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ 原紙 アルミガラスクロス仕上

天井内・ＰＳ内 保温筒 鉄線 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ アルミガラスクロス仕上

(温水・蒸気管以外)

暗渠内（ピット内） 保温筒 鉄線 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ 着色アルミガラスクロス仕上

屋外露出 保温筒 鉄線 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ SUS鋼板仕上

※ 1) 冷媒管に断熱材被覆銅管を使用した場合の保温種別

保温化粧ケース仕上 ■

機器保温仕様

１ ２ ３ ４ ５

冷水・冷温水タンク

鋼板製タンク 鋲 保温板 ポリエチレン 鉄線 SUS鋼板仕上

冷水・冷温水ヘッダ フィルム カラー鉄板(屋内）

温水・膨張・還水

貯湯タンク 鋲 保温板 鉄線 SUS鋼板仕上

温水・蒸気ヘッダ カラー鉄板(屋内）

熱交換器

※ １）密閉式膨張タンク及び、プレート形熱交換器は、保温施工不要

ダクト・チャンバー・煙道 保温仕様

１ ２ ３ ４ ５

長方 屋内露出 一般・廊下 鋲 保温板 カラー鉄板

形ダ 機械室 鋲 アルミガラスクロス化粧保温板 アルミガラスクロス粘着テープ

クト 屋内隠蔽、ＤＳ内 鋲 アルミガラスクロス化粧保温板 アルミガラスクロス粘着テープ

屋外露出、多湿箇所 鋲 保温板 ポリエチレンフィルム 鉄線 SUS鋼板

スパ 屋内露出 一般・廊下 保温帯 鉄線 カラー鉄板

イラ 機械室 アルミガラスクロス化粧保温帯 アルミガラスクロス粘着テープ

ルダ 屋内隠蔽、多湿箇所 アルミガラスクロス化粧保温帯 アルミガラスクロス粘着テープ

クト 屋外露出、多湿箇所 保温帯 鉄線 ポリエチレンフィルム 鉄線 SUS鋼板

サプライチャンバー 鋲 保温板 ガラスクロス 銅亀甲金網

消音チャンバー、エルボ 鋲 保温板 ガラスクロス

排煙ダクト長方形 屋内隠蔽 鋲 アルミガラスクロス化粧保温板 アルミガラスクロス粘着テープ

排煙ダクト　円形 屋内隠蔽 アルミガラスクロス化粧保温帯 アルミガラスクロス粘着テープ

煙道 ブランケット 鉄線 カラー鉄板

※ １）排煙ダクトは、ロックウール保温板、保温帯、1号を使用。

※ ２）煙道ブランケットは、JIS G 3554 (亀甲金網）による亜鉛鍍金を施した網目16線径0.55

による防錆処理を施した平ラス0号で外面補強したものを使用。

※ ３）銅亀甲金網は、JIS H 3260 網目10、線径0.5

配管用炭素鋼鋼管の塗装仕様　　

機材 状態 塗料の種別
塗り回数

備考
下塗り 中塗り 上塗り

白管 露出 調合ペイント １ １ １ 下塗りはさび止めペイント

黒管 露出 調合ペイント ２ １ １ 下塗りはさび止めペイント

※ １）ねじ切りした部分の鉄面は、さび止めペイント2回塗りを行う。

4） 施工

ダクト保温施工範囲

   １．ＳＡ

□ 保温あり　　　□保温なし　　　□図面による　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　 ２．ＥＡ

   ３．ＲＡ

□ 保温あり　　　□保温なし　　　□図面による　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 　４．ＯＡ

チャンバー内貼施工

 (4) スリーブ工事

1.管スリーブの径は、原則として、管の外径（保温されるものは、保温厚さを含む）

より40mm程度大（=2サイズUP)なるものとする。

箱抜きスリーブは、木枠又は鋼板(実管ダクト）とする。

2.地中部分のスリーブは、塩化ビニル管(VU)とし、水密を要する部分のスリーブは、

つば付き鋼管とする。

3.

共通事項

1) 陸上ポンプ、送排風機（エアハン含む）の電動機は、すべて全閉防まつ形とする。

2) 配管途中、要所にはフランジ接続箇所を設置し、取り外しを容易にすること。

3) 系統が分かるように、必要箇所（機械室、ＰＳ内等）に文字書き・矢印記入・バルブ札取付を

行うこと。手書きもしくはカッティングシートとする。

4) 機器・配管・支持金物には、絶縁処理を行うこと。

5) 配管に空気が滞留する恐れのある箇所には、エア抜き弁を設置し、最寄りの

ドレン管に接続すること。

6) 屋外機器設置基礎のアンカーボルトは、構造体鉄筋より取り出す、

もしくはあと施工アンカー工法の類とする。使用アンカーについては、

機器仕様書、耐震クラス等を確認すること。また、重量機器にあと施工アンカー

工法を採用する場合、ケミカルアンカーを使用し施工すること。

7) 機器、配管の耐震措置及び機器、ダクトの防振・消音については、標準仕様書

、標準図、施工監理指針及び建築設備耐震設計・施工指針に基づき十分考慮

すること。

8) 雨がかり部に取り付けるガラリのチャンバーには、水抜きを設けること。

9) 屋外埋設管（給水、消火、ガス）には、埋設シートを敷設し、曲がり・分岐部には、

地中埋設標を施工すること。

10) 冷水及び冷温水管の支持材には、合成樹脂製支持受けを使用すること。

11) 水栓は、節水機構付きのものを使用すること。

12) 冷媒管等防火区画貫通部は、建築基準法・消防法に適合する工法にて

防火処理を行うこと。

13) 地中埋設配管については、下記の沈下対策を講ずること。

・ 管は継ぎ手の組み合わせにより可とう性をもたせる。

・ 接続箇所は必要に応じコンクリートで保護する。

・ 土間配管は、土間筋に吊り下げるなど埋設配管を保持すること。

・ 呼び径100A以下はM10、125A～250AはM12、250A以上はM16のステンレス

棒鋼を使用する。

14) 屋外露出及び多湿箇所（トレンチピット等）の配管架台は、SUS又はSS溶融亜鉛

メッキ仕上げとすること。

15) 屋外設置のマンホール類には用途名を入れること。

行うこと。

17) 送風機用ベルトカバーには点検口を設けること。

その他のスリーブは、特記なき限り、紙ボイドとする。紙ボイド使用の際は、

配管前に必ず撤去のこと。

ポリスチレン成形の上、SUS鋼板仕上(屋外露出部分）

消火管の外部露出のは保温を行う。

給湯管

給湯管

□

亜鉛鉄板　JIS G 3302 (SGCC 、SGCCA)　鍍金付着Z18以上

□

給排水衛生設備配管の保温仕様

合成樹脂製カバーの仕上げについては、保温見切り箇所には菊座の取り付けを16）

18) 建設発生土は場外自由処分とすること。

□

□

□

□

□

□

□

■

□ 保温あり　　　□保温なし　　　■図面による　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ 保温あり　　　□保温なし　　　■図面による　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ 内貼あり（　　　　　　ｍｍ　）　  　□内貼なし　　　■図面による　　　□その他（　　　　　　　　）

■

□

□

施工方法及び検査に関する事項

※　工事契約後、速やかに調査及び施工計画書等を作成し、現場着手

　までに市監督員の承諾を得ること。

※　工事中の安全計画・消防計画等は、市監督員と十分協議し災害防

　止に努めること。

※　本工事における諸官庁への届出、手続き及び書類等は、速やかに

　提出し工事の遂行に影響の無いよう努めること。

※　特定作業に伴って発生する騒音は、低振動・低騒音に努め騒音規

　制法に基づき関係機関への届出・打合せの上、作業に着手する事と

　し又、周辺住民からの苦情があった時は、工事を一時中断し、誠意

　をもって地元調整を行い、工事の再開は市監督員の承認を得てから

　行うこと。

※　工事車両の出入りについては、安全確保に十分配慮すること。

※　工事車両及び工事関係車両は、周辺道路に駐車しないこと。

※　工事期間中、工事に起因し既存施設破損等を与えた場合は、工事

　請負者の責任において速やかに現状復旧するとともに市監督員に報

　告書を提出すること。

※　大型車両通行時には誘導員を配置し、通行人及び敷地周辺の安全

　に十分配慮すること。

※　工事期間中、近隣関係者等へ危害を与えないよう注意し、かつ周

　注意を払うこと。

　道路等に資材を落下させたり、ほこり等を飛散させないよう万全の

※　工事着手前には、現況状況把握の為に破損箇所等があれば、市監

　ること。

　員立合いのもと写真に記録しておくこと。また、工事過程に於いて、

　既設施設に破損等を与えた場合は、請負者の負担において速やかに

　復旧すると共に、市監督員に報告すること。

※　設計図書に明記なくとも機能上及び構造上当然必要と認められる

　もの並びに、取り合いのはつり補修復旧は本工事に含む。なお内訳

　書の数量は参考とし、当図面を優先する。

※　場外退出時、車両足廻りの洗浄等を行い、汚損等しないようにす

※　工事着手は、原則、８月１４日からとする。ただし、監督員との

　協議により承諾を得た場合は、この限りではない。
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補強

切込

補強

切込

電力

用水

ルーフファン

配電盤･制御盤等の基礎(屋内外）

同上　穴あけに伴う補強

換気扇（取付枠共）

流し台・吊戸棚・IHｺﾝﾛ・ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ

点検口
天井･壁･床及びパイプシャフトなどの

同上　天井穴あけ部の下地補強

設備機器･ダクト類の化粧囲い

同上　穴あけに伴う補強

などの穴あけ
大理石･テラゾー･ALC･PC･RC版･鋼板
二重壁内の湧水処理費
二重スラブ内の水及び空気の漏通管

屋外配管用スタンション

マンホール･ハンドホールなどの化粧蓋
屋内外ピット･トレンチ及びそれらの蓋

配管・ダクトなどの貫通部防水仕舞

コンクリート立上げ
設備工事に伴う防水貫通用屋上スラブ

乾式壁に取付ける器具の下地補強

プルボックス

端子盤

埋込分電盤

壁ボード類の切込

軽量鉄骨下地天井、

機械搬入に伴う開口･閉塞及び補強

機器取付用ｱﾝｶｰ・架台

及び補強
鉄骨造の設備工事に関するスリーブ

同上鉄筋補強

するスリーブ及び箱入れ、穴埋め
鉄筋コンクリート造の設備工事に関

機械基礎及びその仕上

ユニットシステム(バス･トイレ･キッチ
ン)への配管･配線及び接続
保守用キャットウォーク･タラップ手摺
(設備機器に装着するものを除く）

配線
小便器用節水装置の制御盤以降の配管
ンバに至る配管･配線
煙感知機から連動制御盤を経て防煙ダ

避難器具

オイルトラップ

タラップ
同上内部仕上･マンホール及び
躯体･断熱及び防水工事
受水槽･その他の水槽等のコンクリート

枡及び枡蓋
雨水排水竪樋の桝までの横引き
雨水排水竪樋
排水溝(浴室･洗車場)

雨水配管の防露工事

ピット･トレンチ内の排水設備工事

を除く)
陶製以外の流し類(業務用等の厨房流し
排水設備工事
浴室及び便所の排水目皿及び

同上　附属金物及び接続工事

浴槽

ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ・ﾍﾞﾝﾄｷｬｯﾌﾟ

ガラリ類(ガラリ取付け本枠等も含む）

寸法の場合)
鏡(衛生工事に関連しない場合･特殊

建物外内壁･ドア･窓枠に取付ける

洗面ｶｳﾝﾀｰ

消火器

衛生器具ﾕﾆｯﾄ

エレベーター機械室の天井フック取付
･床穴あけ及び床増内コンクリート

吊ボルト用インサート

別途機器などへの接続
(直接に接続するもの)
付属の制御盤以降の配管･配線
(接地等)
付属の制御盤への電源供給及び操作
回路の渡り配管･配線
エアコンのリモコン配管、配線
制御配線
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20

21

22

23

24

25

26

№

27

工　事　区　分

項　目 建築 電気 機械 項　目 建築 電気 機械

吹出口･吸込口･照明器具･スピーカ
･換気扇等の穴あけ

52

共同1棟可

清掃・片付け

工事

共同1棟可

養生

総
合
仮
設
工
事

直
接
仮
設
工
事

監督員事務所
同備品

現場事務所
下小屋
倉庫

仮設便所

仮囲い

安全費

機械器具損料

揚重機費

各種試験費

片付・清掃及び

発生材等の処理

周辺道路清掃

仮設足場
各設備業者に対して
無償にて使用させる
こと。

統括安全衛生管理は、

建築受注者とする。

総合仮設・直接仮設　工事区分

工事区分
工　　種 項　　目

建築 電気 機械

仮設建物

工事施設

現場安全

機械器具

その他

片付清掃

地下タンク
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治田　聡

ＧＬ

Ｔ１
砂

塩ビ製蓋 盗難防止用鎖６φ

ＶＵ２００

Ｔ１

ＧＬ

鋳鉄製蓋
内蓋 盗難防止用鎖６φ

ＶＵ２００

砂

名　　称 参考品番（ＴＯＴＯ）

洋風便器

ＧＬ

Ｈ

５０

２００φ

保護砂

どろ溜め：１５０以上

ＣＳ５９７ＢＳ，ＳＨ５９６ＢＡＹＲ，ＴＣＦ５８６ＡＵ（温水器付洗浄便座・擬音装置付），ＹＨ７０２（二連紙巻器）

１

１階合
　
　
計

多
目
的
便
所

２階
男
子
便
所

男
子
便
所

女
子
便
所

女
子
便
所

執
務
ス
ペー

ス

Ｌ型手すり Ｔ１１２ＣＬ９，固定金具共

２ １ ２ １６

２ １ １６ ２

給
湯
室

１

参考品番（ＬＩＸＩＬ）

ＣＦ－６３ＨＳＴ（二連紙巻器）

汚水小口径桝（参考図） 雨水小口径径桝（参考図）衛　生　凡　例

記　　号 摘　　要名　　称

給水管

屋外排水管

汚水管

雑排水管

通気管

（直圧給水）

仕切弁

フレキシブル継手

排水桝

汚水小口径桝

給水栓

混合水栓

フラッシュ弁

床上掃除口

床下掃除口

ＧＶ

一般：水道用硬質塩ビライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＢ）

屋内埋設：水道用塩ビライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ）

屋外埋設：水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）

埋設：硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

埋設：硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）但し１５０以上はＶＵ

その他：耐火二層管（ＴＭＶＰ）

その他：耐火二層管（ＴＭＶＰ）

衛　生　器　具　表

給排水衛生設備　凡例・機器表

ＢＣ－Ｐ２０Ｓ，ＤＴ－ＰＡ２５０ＣＨ，ＣＷ－ＰＡ１１ＦＱＤ－ＮＥ（温水器付洗浄便座，擬音装置付），ＣＦ－００８－１，ＣＦ－６３ＨＳＴ（二連紙巻器）

ＢＣ－Ｐ２０ＳＭ，ＤＴ－ＰＡ２５０ＣＨ，ＣＷ－ＰＣ１２ＱＤ－ＮＥＣＫ－ＵＲ（温水器付洗浄便座：蓋なし），ＣＷ－２０１ＴＪ，ＣＦ－００８－１，

ＫＦ－９２０ＡＥ７０Ｄ１２，固定金具共

Ａ２：Ｎ／Ｓ
Ａ３：Ｎ／Ｓ

津北工事事務所機械設備工事

ＣＳ５９７ＢＣＳ，ＳＨ５９６ＢＡＹＲ，ＴＣＦ４７２１Ｖ８１ＲＷ（温水器付洗浄便座：蓋なし），ＴＣＡ８９，ＨＥ３５Ｊ，ＨＭ１０Ｊ，ＹＨ７０２（二連紙巻器）

倉
庫
：
手
洗
い

屋
外
：
足
洗
い

屋
外
：
外
流
し

Ｍ－０４
（原図：A2）

多目的便器

背もたれ ＥＷＣ３８５ＣＳ，固定金具共

１１はねあげ手すり １１

１ １ＫＦＣ－２７１Ｔ１Ｕ２，固定金具共

Ｔ１１２ＨＰＬ／Ｒ８Ｓ，固定金具共

Ｌ２７０ＣＭ，ＴＥＮ７７Ｇ１（自動単水栓），Ｔ７ＳＷ１，Ｔ６ＢＲ，Ｔ１５６ＰＨ，ＴＬ２２０Ｄ，ＴＳ１２６ＡＲ（水石鹸入れ）

Ｌ５２５ＲＣＵ，ＴＥＮＡ４１Ａ（自動単水栓），Ｔ７ＰＷ１，ＴＫ５２５

ＫＦ－Ｗ４５０Ｈ６００ＡＨ

ＫＦ－Ｗ４５０Ｈ１０００ＡＨ

Ｌ－２７５ＦＣＲＳ，ＡＭ－２１１Ｖ１（自動単水栓），ＬＦ－２７５ＳＡＵ，ＳＦ－１０Ｅ，ＫＦ－３０ＤＮ，ＫＦ－２４Ｆ（水石鹸入れ）

Ｌ－２５９４ＦＣ，ＡＭ－２００Ｖ１（自動単水栓），ＬＦ－２１８１ＰＡＬＵ

Ｓ－２０２Ａ，ＬＦ－７ＫＥＺ－１９，ＳＦ－２０ＳＡＦ－Ｐ（ＡＹ），ＳＦ－１０Ｅ（ＡＹ），ＳＦ－２０２

ＫＦ－７０１ＡＥ，固定金具共

Ｕ－Ａ５１ＡＰ

２ １１

２

電気温水器

５ ２ １１１

５ ２ １１１

１ １

ＹＭ４５６０ＦＡ（４５０Ｘ６００：上部Ｒ付）化粧鏡

ＹＭ４５１０ＦＡ（４５０Ｘ１０００：上部Ｒ付）化粧鏡

１ １カウンタ－一体型洗面器

（４） （１）（１）（１）（１）建築工事カウンタ－

１

はめ込み洗面器：フレ－ム式

ＳＫ２２Ａ，ＴＫ２２，Ｔ２３ＡＥＱ２０，ＴＮ１４，Ｔ９Ｒ，ＨＨ０４０６０，Ｔ３７ＳＧＥＰ掃除流し １

２ １１

５ ３２ＵＦＳ９００Ｒ

Ｔ１１２ＣＵ２，固定金具共

センサ－一体型小便器

小便器用手すり

Ｌ型手すり Ｔ１１２ＣＬ１１，固定金具共 １ １ＫＦ－９２０ＡＥ７０Ｄ１２，固定金具共

該当品なし

建築工事

ＥＨＰＮ－ＫＡ１２ＥＣＶ２（１２Ｌ　１φ１００Ｖ：１．１ｋＷ），ＥＬＦ－３ＥＫ，ＥＦＨ－５ＭＫ，ＥＦＨ－ＤＡ１ＲＥＫＢ１２Ａ１２（１２Ｌ　１φ１００Ｖ：１．１ｋＷ），ＲＨＥ７０８Ｒ，ＲＨＥ２２Ｈ－５０Ｎ，ＴＬ３４７ＣＵ，ＴＨ６５１

横水栓 ＬＦ－３５－１３－ＣＶ，水栓柱Ｌ＝１２００（アルミ製）Ｔ２８ＡＵＮＨ１３，水栓柱Ｌ＝１２００（アルミ製）

Ｔ２３ＢＮＲ１３Ｃ

Ｔ２００ＳＮＲ１３Ｃ

１ＬＦ－７Ｋ－１３

ＬＦ－７Ｒ－１３

１１

１

１ １

横水栓

ホ－ム水栓

ＳＰＲ－４５０（みかげタイプ：４６０Ｘ４３０） １１

（２） （１）（１）建築工事流し台類

１１水栓柱 Ｌ＝１２００（アルミ製） Ｌ＝１２００（アルミ製）

建築工事

ガーデンパン

シングルレバ－混合水栓 ＴＫＧＧ３０Ｅ ＳＦ－ＷＬ４３５ＳＹ ２ １ １



★ ★

縮尺

★

日付

★

訂正

★

担当

★
藤川設計株式会社

★

承認 備考

★

業務名称 図面名称
一級建築士登録　３３８６０１

治田　聡
給排水衛生設備　系統図

１ＦＬ

２ＦＬ

３
６

０
０

３
４

０
０

Ｍ

給湯室

２０

執務スペ－ス 倉庫手洗 屋外外流し

１００

ＧＶ２０ＧＶ２０ＧＶ２０ＧＶ２５
２５２５２５

既設配管に接続
配管材料は水道局指定品

２５ ２５

給水管の内径（㎜）

１３以下
１９以下
２５以下
２５　超 有効開口径の２倍 有効開口径の３倍

５５４０
５０ ７５

２５ ４０

吐水口周辺近くに 吐水口周辺近くに
吐水口空間

壁のない場合 壁のある場合

に規定する吐水口空間
「建築基準法施行令第１２９条の２の５第２項第二号」

（ａ）　手洗いの場合

なの措置について

排水トラップの措置について：参考図

「建築基準法施行令第１２９条の２の２第３項」
に規定する排水トラップ、通気等を設置する等衛生上必要

吐水口空間要領図：参考図

給水管の内径と吐水空間の目安

あふれ面

あふれ縁

表面張力による水位上昇

吐水口端
吐水口空間

Ａ２：Ｎ／Ｓ
Ａ３：Ｎ／Ｓ

津北工事事務所機械設備工事

ＶＣ－Ｐ

既設量水器移設
量水器箱は新設

１００ １００

多目的便所

男子便所

女子便所

５０

男子便所

女子便所

１００

１００
１００

１００１００ １００

ＶＣ－Ｐ ＶＣ－Ｐ ＶＣ－Ｐ

１２５

１
２

５

１５０

１
５

０

屋外足洗い

建築雨水桝

６５

１００，７５

ＧＶ２５
ＶＣ－Ｐ

２５，１００，６５

ＶＣ１００

１００１００

（原図：A2）
Ｍ－０５

系　　　統　　　図

ＶＣ－Ｐ
ＧＶ２５

既設公共下水配管に接続

既設公共下水配管に接続



地下タンク

４６０
ＲＡ１

５３０
ＲＡ２

６４０

Ｔ
ＲＡ２

Ｔ
ＲＡ２
７３０

９０Ｌ

５１０
ＳＡ１

Ｔ

★ ★

縮尺

★

日付

★

訂正

★

担当

★
藤川設計株式会社

★

承認 備考

★

業務名称 図面名称
一級建築士登録　３３８６０１

治田　聡

△
延

焼
ラ

イ
ン

（
３

ｍ
）

２３，０００

５，０００ ７，５００５，５００ ５，０００

１ ２ ５４３

７
，

０
０

０
５

，
０

０
０

２
，

０
０

０

Ｂ

Ａ

Ｄ

Ｃ

注記）

管底レベルを示す

３００
ＳＡ１

管底レベルを示す

ＲＡ１
３００

Ｔ

蓋種別を示す

蓋種別を示す

Ｔ
桝種別を示す

桝種別を示す

汚水小口径インバ－ト桝：凡例

雨水小口径桝：凡例

特記なき蓋は塩ビ製蓋

特記なき蓋は塩ビ製蓋

△
延

焼
ラ

イ
ン

（
５

ｍ
）

３，０００ ２，０００

書庫

更衣室

男子

更衣室

ＥＶ

ＵＰ

足洗い

風除室

冷

倉庫

ＳＳ

女子

男子便所

ロビー

１
２

，
０

０
０

５
，

０
０

０
７

，
０

０
０

５，０００ ７，５００５，０００５，５００

女子便所

多目的便所

会議室
収納室

１１人乗り

執務スペース

ＲＡ１
２５０

１００ １００

１００１００

１００ １２５

１５０

２０

ＧＶ２０

１００

１００

１００
１００

１００
１００１００

１００ １００

１２５

２０

２５

２０

５０

ＣＯＡ５０

手洗い

２５２５ ２５

２０
２５

２５

２０

５０

平面詳細図参照

１００

ＳＡ１：１００φ－２００φ

ＳＡ２：１２５φ－２００φ

ＳＡ３：１５０φ－２００φ

Ｔと特記（鋳鉄製蓋Ｔ－８）

Ｔと特記（鋳鉄製蓋Ｔ－８）

Ａ２：１／１００
Ａ３：１／１４０

津北工事事務所機械設備工事

４，１００ ４，１００

▽隣地境界線　３０，０９２

自転車
置き場

ポンプ

▽
隣

地
境

界
線

　
３

３
，

２
１

７

３
，
０
０
０

△道路中心線
法４２条１項１号道路

△道路境界線　２９，２００

２
，

０
０

０
３
，
０
０
０

３
，
０
２
６

路肩

５
，

９
０

０

スロープ１／１２

既設給水本管引込み配管に接続
配管材料は水道局指定品

５０

１５０

１５０

１００

ＳＡ１

Ｔ
トラップ桝

Ｔ

１２５

１５０

既設公共下水配管に接続

７３５

７７５

６００
ＲＡ３

ＲＡ３

既設公共下水配管に接続

１００

１２５

１２５

１００

１００

ウオーターハンマー防止の為、配管類は堅固に支持、固定すること。

下水道桝は下水道指定桝とする。

上水、下水関係は市町村施工基準に準じること。

埋設標示設置のこと。

桝レベルは参考とする。

排水トラップ封水高　５０㎜以上　１００㎜以下とする。

　　　　　屋内　１／５０を基準とする。

排水勾配　屋外　１／５０又は１／１００

ＲＡ１：１００φ－２００φ

ＲＡ２：１２５φ－２００φ

ＲＡ３：１５０φ－２００φ

車道 歩道

△
道

路
中

心
線

３，０００２，０００

５
，

４
０

０

１００，６５，２５

量水器箱は撤去

ＶＣ－Ｐ

Ｍ－０６
（原図：A2）

ＲＡ１ ＲＡ１ ＲＡ１
３３５ ３６０ ４２５

９０Ｌ ９０Ｙ ９０Ｌ

９０Ｌ ４５Ｙ ９０Ｙ ９０Ｌ

ＳＡ１
４００ ９０Ｌ ＳＴ ＳＡ１

Ｔ

９１５

Ｔ
ＲＡ２
７５５

４５Ｙ

９０Ｙ

ＷＹ

９０Ｌ

４５Ｌ

ＳＡ１
７７５ ４５Ｌ

ＳＡ１
６２０ ４５Ｙ

新設公共下水桝取付
既設公共下水桝撤去

Ｈ：６７０
２００－１２５（鋳鉄蓋Ｔ２５）

既設公共下水桝撤去
新設公共下水桝取付
Ｈ：１１００
２００－１５０（鋳鉄蓋Ｔ２５）

△
道

路
境

界
線

　
３

１
，

０
２

４

ＶＣ－Ｐ 量水器箱：新設（底付）

２５

９０Ｌ

桝形状を示す

桝形状を示す

９０Ｌ

給排水衛生設備　１階平面図

＝　１階平面図　１／１００　＝

ＧＶ２５

量水器２５Ａ取外し
止水栓２５Ａ共

量水器２５Ａ再取付
止水栓２５Ａ共

Ｄ５０

５０



★ ★

縮尺

★

日付

★

訂正

★

担当

★
藤川設計株式会社

★

承認 備考

★

業務名称 図面名称
一級建築士登録　３３８６０１

治田　聡

５
，

０
０

０
７

，
０
０

０

Ａ

Ｂ

Ｃ

７，５００５，０００ ５，５００ ５，０００

１
２

，
０

０
０

５
，

０
０

０
７

，
０
０

０

２３，０００

５，０００ ７，５００５，５００ ５，０００

１ ２ ５４３

執務スペース印刷

スペース

冷

ＥＶ

ＵＰ ＤＮ

ＲＤ ＲＤ

＝　２階平面図　＝

ＲＤ

男子便所

女子便所

会議室

給湯室

ホール

打合せスペース

給排水衛生設備　２階平面図

平面詳細図参照

５０

Ａ２：１／１００
Ａ３：１／１４０

津北工事事務所機械設備工事

１００，６５，２５

１００，７５

ＶＣ１００

（原図：A2）
Ｍ－０７



７５

２０

２５

★ ★

縮尺

★

日付

★

訂正

★

担当

★
藤川設計株式会社

★

承認 備考

★

業務名称 図面名称
一級建築士登録　３３８６０１

治田　聡
給排水衛生設備　１・２階平面詳細図

３
，

９
０
０

５
，
０

０
０

２
０

５
１

，
１
０
０

２
，

７
０

０
２

，
１

０
０

１
，

９
９

５

７
，

０
０

０

Ｂ

Ａ

７
，

０
０

０

７
６

０
１

，
０

０
０

１
，

７
５

５
２

８
５

２
０

５
１

，
９

９
５

１
，

０
０

０

Ｃ

５
，

０
０

０

ＥＶ

ロビー

収納室 会議室

男子更衣室

ＰＳ

女子更衣室

ＰＳ

女子便所

ＥＶ

ＵＰ ＤＮ

ホール

打合せスペース

印刷スペース

会議室

２０

２０

７５

４０

６５

５０ ５０
４０

２５

２０
２０

２０

４０

７５

ＣＯＡ１００

２５，５０，１００

２０ ２０

４０

２０

２０

２５

２０

２５，５０，１００

ＣＯＡ８０

ＧＶ２０

２５

２５

２５

２０

ＧＶ２５

２５

２０

２０
２０

７５

７５４０

１００

２５

２５

２５

２５

７５

ＣＯＡ１００

ＣＯＡ１００

ＣＯＡ５０

ＣＯＡ５０

５０

５０

５０

２０

２０

７５

平面図参照 ＧＶ２０

１００ １００ １００
平面図参照

５０

２０ＳＡ１

２，２００ １，１００ １，７００ １，６５０ ３，８５０

５，０００ ５，５００

１ ２ ３

５，０００ ５，５００

２，０００ １，１００ １，９００ ３，５００ ２，０００

１ ２ ３

２階平面詳細図１階平面詳細図

２０

ＣＯＡ８０

Ｃ

Ｂ

Ａ

女子便所

多目的便所

Ａ２：１／５０
Ａ３：１／７０

津北工事事務所機械設備工事

ＣＯＡ１００
５０

１００

４０
４０

１００
１００

２０

２０

ＶＣ－Ｐ

１００

５０６５

６５

男子便所

５０
６５

ＶＣ－Ｐ

ＶＣ－Ｐ

３００

ＧＶ２５
ＶＣ－Ｐ

６５

ＣＯＡ８０

５０ ５０

７５

２５

７５ ４０

４０

ＰＳ

１００
１００

ＶＣ１００

男子便所

１００，５０

平面図参照

Ｍ－０８
（原図：A2）

２０

５０

ＣＯＡ５０

給湯室

５０

ＳＡ１ ＳＡ１ ＳＡ１
３５０ ４２０ ４６０

ＳＡ１
５３５

９０Ｌ

９０Ｌ ４５Ｙ ４５Ｙ ４５Ｙ



パイプフ－ドは指定色塗装仕上げとする。

★ ★

縮尺

★

日付

★

訂正

★

担当

★
藤川設計株式会社

★

承認 備考

★

業務名称 図面名称
一級建築士登録　３３８６０１

治田　聡
空調設備　凡例・機器表

Ｒ

記　　号記　　号 記　　号名　　称

空調リモコンスイッチ

名　　称 名　　称

凡　　　　　　　例 空　調　換　気　扇　機　器　表

起動方式 台数（φ）
相

（Ｖ）
電圧

電　気　容　量
消費電力

設　置　場　所
機器名称記　号 形　式　・　仕　様

ＨＥＸ－１ 全熱交換器

ダクト径

静　　圧

風　　量

φ

Ｐａ

付　属　品

形　　式

％以上温度換効率

設置場所：１ ＲＳ

６０

１００天吊埋込ダクト形

２００

風量： ｍ　／ｈ６００ ３

２ ２階執務スペ－ス

リモコンスイッチ，　防振吊金具，他付属品一式

全熱交換器

ダクト径

静　　圧

風　　量

φ

Ｐａ

付　属　品

形　　式

％以上温度換効率

設置場所：１ ＲＳ１００

風量： ｍ　／ｈ３

リモコンスイッチ，　防振吊金具，他付属品一式

ＨＥＸ－２

全熱交換器

ダクト径

静　　圧

風　　量

φ

Ｐａ

付　属　品

形　　式

％以上温度換効率

設置場所：１ ＲＳ１００ ２

リモコンスイッチ，　防振吊金具，他付属品一式

天井カセット形

天井カセット形

３５０

風量： ｍ　／ｈ３２００ ２４時間換気風量： ｍ　／ｈ３１００

１ １階執務スペ－ス

１・２階会議室

電源容量は参考数値とする。 スイッチは電気へ支給とする。

６４

（Ｗ）
１０１～３３０

３９～１５０

２０

４４～１４４

１５０

１５０

ＨＥＸ－３

５０

６０

６０

機器は同等品以上とする。

Ａ２：Ｎ／Ｓ
Ａ３：Ｎ／Ｓ

津北工事事務所機械設備工事

空　調　機　器　表 形式　ヒ－トポンプ式

記　号 形　式　・　仕　様機器名称 相
（φ）

電圧
（Ｖ）

台数送風機
内（ｋＷ） 外（ｋＷ）

電　気　容　量

（ｋＷ）
圧縮機 備　　考

ヒ－トポンプ式ＡＣＰ－１
パケ－ジエアコン

３ ２００天井カセット４方向吹出（同時ツイン） ２ 設置場所：形　　式
冷房能力
暖房能力
冷房消費電力

２階執務スペ－ス
ｋＷ
ｋＷ

ｋＷ２０．０（７．２～２２．４）
２２．４（５．７～２８．０）

ｋＷ
ｋＷ

付　属　品

暖房消費電力
６．９５
５．７７
７．５０低温暖房消費電力

４．６１ ０．１０６Ｘ２

化粧パネル，標準フィルタ－，

ヒ－トポンプ式
パケ－ジエアコン

３ ２００形　　式
冷房能力
暖房能力
冷房消費電力

ｋＷ
ｋＷ

ｋＷ

ｋＷ
ｋＷ

付　属　品

暖房消費電力
低温暖房消費電力

化粧パネル，標準フィルタ－，

ＡＣＰ－２ 天井カセット４方向吹出
１０．０（２．５～１１．２）
１１．２（２．８～１４．０）
２．４７
２．３５
４．１０

１．９５ １０．１０６

０．２＋０．２

０．２１１

ヒ－トポンプ式 ３ ２００ 設置場所：形　　式 天井カセット４方向吹出 ２１．５３ ０．０５３ ０．０６７ＡＣＰ－３
パケ－ジエアコン 冷房能力

暖房能力
冷房消費電力

ｋＷ
ｋＷ

ｋＷ

ｋＷ
ｋＷ

付　属　品

暖房消費電力
低温暖房消費電力

化粧パネル，標準フィルタ－，

７．１（２．９～８．０）
８．０（２．２～１０．６）
１．７５
１．８０
３．７５

ヒ－トポンプ式 ３ ２００ 設置場所：形　　式 天井カセット４方向吹出ＡＣＰ－４ １．０７ ０．０５３ ０．０６４ １
パケ－ジエアコン 冷房能力

暖房能力
冷房消費電力

ｋＷ
ｋＷ

ｋＷ

ｋＷ
ｋＷ

付　属　品

暖房消費電力
低温暖房消費電力

化粧パネル，標準フィルタ－，

５．０（１．３～５．６）
５．６（１．４～７．１）
１．２１
１．２５
２．４９

１階会議室

ヒ－トポンプ式 ３ ２００ 設置場所：形　　式 天井カセット４方向吹出 ０．０５３ ０．０６４ １ＡＣＰ－５ ０．８５
パケ－ジエアコン 冷房能力

暖房能力
冷房消費電力

ｋＷ
ｋＷ

ｋＷ

ｋＷ
ｋＷ

付　属　品

暖房消費電力
低温暖房消費電力

化粧パネル，標準フィルタ－，

２階会議室４．５（１．２～５．０）
５．０（１．３～６．３）
１．０８
１．０３
１．９６

設置場所：形　　式 ０．０５３
冷房能力
暖房能力
冷房消費電力

ｋＷ
ｋＷ

ｋＷ

ｋＷ
ｋＷ

付　属　品

暖房消費電力
低温暖房消費電力

ＡＣＰ－６ 天井カセット１方向吹出
ル－ムエアコン ２階打合せスペ－ス２．８（０．６～３．３）

４．０（０．５～７．５）
０．７３（０．１３～０．８３）
１．０７（０．１２～２．７７）
２．４４

０．７５ ０．０３

ＯＮ・ＯＦＦアダプタ－，ドレンアップ，
化粧パネル，標準フィルタ－，リモコンスイッチ

１

１

設置場所：
１階執務スペ－ス

設置場所：１階執務スペ－ス

ヒ－トポンプ式

ＯＮ・ＯＦＦリモコンスイッチ

２００１

１ １００
注　記

空調室内機

空調室外機

Ｄ ドレン管：硬質ポリ塩化ビニル管

天井換気扇・排気ファン

スパイラルダクト

吹出・吸込口

パイプフ－ド

液管：保温厚８～１０ｍｍ
ガス管：保温厚２０ｍｍ
冷媒管：冷媒用保温付被覆銅管

スパイラルダクト
ダクト（保温施工範囲を示す） 参考品番：ＬＧＨ－Ｎ５０ＲＳ

参考品番：ＬＧＨ－Ｎ３５ＣＳ

参考品番：ＬＧＨ－Ｎ２５ＣＳ

（原図：A2）
Ｍ－０９

運転特性、能力はＪＩＳ条件による。
電源容量値は参考とする。
冷媒ガスはオゾン破壊係数ゼロとする。
室外機－室内機間の２次側配線は冷媒管と抱き合わせの上本工事とする。

リモコン配線共本工事とする。
機器の製作仕様は国土交通省仕様とする。但し該当しない機器については製造者標準仕様による。

空調機は省エネタイプを仕様すること。
室外機・室内機共耐震振れ止め、転倒防止を施す事。
室外機は（ＳＵＳ製ボルトにて固定、Ｗナットにて締付けの事。
アンカ－はケミカルアンカ－仕様。）
機器は同等品以上とする。

風　　量 ｍ３／ｈ
ダクト径 φ

Ｐａ静　　圧
付　属　品

形　　式

風　　量 ｍ３／ｈ
ダクト径 φ

Ｐａ静　　圧
付　属　品

形　　式

風　　量 ｍ３／ｈ
ダクト径 φ

Ｐａ静　　圧
付　属　品

形　　式 低騒音形：鋼板製ボディ

風　　量 ｍ３／ｈ
ダクト径 φ１５０

Ｐａ静　　圧
付　属　品

形　　式 低騒音形：鋼板製ボディ

風　　量 ｍ３／ｈ
ダクト径 φ

Ｐａ静　　圧
付　属　品

形　　式 低騒音形：鋼板製ボディ

風　　量 ｍ３／ｈ
ダクト径 φ

Ｐａ静　　圧
付　属　品

形　　式 低騒音形：鋼板製ボディ

１００

天井換気扇

天井換気扇

天井換気扇

天井換気扇

天井換気扇

天井換気扇

ＶＦ－３

ＶＦ－４

ＶＦ－５

ＶＦ－６

ＶＦ－

ＶＦ－

７

８

ＳＵＳ製深形パイプフ－ド：ガラリ付，天吊防振金具，その他付属品共

風　　量 ｍ３／ｈ
ダクト径 φ

Ｐａ静　　圧
付　属　品

形　　式天井換気扇ＶＦ－１

形　式　・　仕　様記　号 機器名称

換　気　機　器　表

８０
１００

低騒音形：鋼板製ボディ

１２

風　　量 ｍ３／ｈ
ダクト径 φ

形　　式天井換気扇ＶＦ－２

Ｐａ静　　圧
付　属　品

低騒音形：鋼板製ボディ
１５０
１００
４０

低騒音形：鋼板製ボディ

１００
３０

１８０

低騒音形：鋼板製ボディ

４０
１５０
３７０

１００
１００
２０

ＳＵＳ製深形パイプフ－ド：ガラリ付，天吊防振金具，その他付属品共

ＳＵＳ製深形パイプフ－ド：ガラリ付，天吊防振金具，その他付属品共

４８０

７０

５０
１００
５

１００

３５

有圧換気扇ＦＥ－
風　　量 ｍ３／ｈ

φ
Ｐａ静　　圧

付　属　品

形　　式

羽　根　径

バックガ－ド，取付枠，その他付属品共

１ 低騒音形，排気用
１２５０

５０

１ １００

設置場所：１ １００

設置場所：１ １００ ４９．０

設置場所：１ １００ ２９．５

設置場所：１ １００

設置場所：１ １００

１

１

消費電力相 電圧
電　気　容　量

（φ） （Ｖ） （Ｗ）
設置場所：１ １００

台数 備　考

１５．５ １ ２階打合せスペ－ス

設置場所：１ １００ ２３．０

２３．０ ２ 設置場所：

１階多目的便所

１階男子更衣室，書庫

１ １階男子便所

１階女子便所

３
２階印刷スペ－ス
２階女子便所

８２．０

１ ２階男子便所

９．３ １階女子更衣室

２７．０ １階執務スペ－ス
２階給湯室

設置場所：１ １００ 倉庫６５．０

ＦＤ付ＳＵＳ製深形パイプフ－ド：ガラリ付，天吊防振金具，その他付属品共

ＦＤ付ＳＵＳ製深形パイプフ－ド：ガラリ付，天吊防振金具，その他付属品共

ＦＤ付ＳＵＳ製深形パイプフ－ド：ガラリ付，天吊防振金具，その他付属品共

３００

１５０φＳＵＳ製深形パイプフ－ド：防虫網付

１

２

４

電源容量は参考数値とする。

ＳＵＳ製深形パイプフ－ド：ガラリ付，天吊防振金具，その他付属品共

ＳＵＳ製深形パイプフ－ド：ガラリ付，天吊防振金具，その他付属品共：１
ＦＤ付ＳＵＳ製深形パイプフ－ド：ガラリ付，天吊防振金具，その他付属品共：２

参考品番：ＶＤ－１３Ｚ１０

参考品番：ＶＤ－１５ＺＰ１０

参考品番：ＶＤ－１５ＺＰ１０

参考品番：ＶＤ－ ＺＢ１０２３

参考品番： １３Ｚ１０ＶＤ－

参考品番：ＶＤ－ ＺＢ１０２３

参考品番：ＶＤ－１０Ｚ１０

参考品番：ＶＤ－１３ＺＹ９

参考品番：ＥＷＦ－３０ＢＳＡ

ＳＵＳ製ウェザカバ－（防鳥網付），風圧式シャッタ－，

丸形防風板付ベントキャップ（防虫網付、ガラリ付）

ＳＵＳ製深形パイプフ－ド（防虫網付、ガラリ付）

ＳＵＳ製深形パイプフ－ド（防虫網付、ガラリ付）

ベンドキャップ及びパイプフードのＯＡ側は防虫網付、ＥＡ側はガラリ付とする。

１階ロビー
２階ホール

パイプフ－ドは指定色塗装仕上げとする。 機器は同等品以上とする。

基礎工事：建築工事

基礎工事：建築工事

基礎工事：建築工事

基礎工事：建築工事

基礎工事：建築工事

基礎工事：建築工事

ワイヤードリモコン，防振架台，
集中管理アダプター，他付属品一式　

集中管理アダプター，他付属品一式　
ワイヤードリモコン，防振架台，

集中管理アダプター，他付属品一式　
ワイヤードリモコン，防振架台，

集中管理アダプター，他付属品一式　
ワイヤードリモコン，防振架台，

集中管理アダプター，他付属品一式　
ワイヤードリモコン，防振架台，

防振架台，集中管理アダプター，
他付属品一式
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承認 備考
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業務名称 図面名称
一級建築士登録　３３８６０１

治田　聡

換　気　計　算　書　（　居　室　に　対　す　る　２　４　時　間　換　気　量　） 換　気　計　算　書　（　火　気　使　用　計　算　書　）

換　気　ダ　ク　ト　損　圧　計　算　書

丸ダクトの直管相当長さ

曲がり部

ダクト部材の相当長さ

フード

口径名称 （給気）（排気）

１５０φ

１００φ １．５ｍ

２．３ｍ

１５０φ

１００φ ５．５ｍ

１１．５ｍ

７．０ｍ

１９．５ｍ

（Ｒ／Ｄ＝１．０）

２００φ ３．０ｍ

２５０φ ３．８ｍ ２００φ １６．５ｍ ３５．５ｍ

２５０φ ２２．０ｍ ４１．０ｍ

換気設備の使用材料表

名称

スパイラルダクト

記号

ＳＤ

換　気　計　算　書　（　機　械　換　気　計　算　）

換気設備　計算書

階 床面積

（ｍ２） （ｍ３）

気　積

（回／ｈ）

換気回数 必要換気量 排気量

（ｍ３／ｈ）（ｍ）

平均天井高 機器記号 給気量

（ｍ３／ｈ）（ｍ３／ｈ）

備　考室　名

１

１

１ ２．７０

２．７０

階 室　名
（ｍ）

平均天井高床面積
（ｍ２） （ｍ３）

気　積 換気記号
（ｍ３／ｈ）
設計換気量 備　考必要換気量

Ｖ＝２０ＡＦ／Ｎ
ＡＦ：床面積

よってＯＫ

１人当りの占有面積
（Ｎ）

換気種別 部　屋　名階 備考直管（ｍ）（口径φ）
相当長計

（ｍ）

部材の相当長（ｍ）

フード
機器名称機器記号

換算圧力損失

（Ｐａ）

曲がり部

（Ｒ／Ｄ＝１．０） 計個数

ＶＦ－ １３

１３

３

１３

フ－ド

記号

器　　具換気種別部屋名 換気記号

４６．１０ ２．７０ １２４．４７

２２．２０ ５９．９４

１７．２０ ４６．４４

１ 会議室 ２．７０２１．２６ ５７．４０ ３ １４１．７３

発熱量
Ｑ：ｋＷ

フ－ド寸法
Ｋ：ｍ３／ｋＷｈ
理論廃ガス量 必要換気量

Ｖ１＝３０ＫＱ：ｍ３／ｈ Ｓ（Ｗ＊Ｄ）Ｗ　＊　Ｄ　＊　Ｈ
下面面積 横切風速

Ｖ（ｍ／ｓ） Ｖ２＝３６００ＳＶ
必要換気量

の大きい方 ｍ３／ｈ
Ｖ１又はＶ２

建築基準法に基ずく必要換気量 フ－ド下面横切風速による必要換気量 必要換気量

２ 打合せスペ－ス

ＶＦ－ ３

ＶＦ－ ４

ＶＦ－ ２

天井換気扇 １００φ ｍ０ ０．０１．５ ５．５４．３ ９．８

天井換気扇 １００φ ｍ０ ０．０１．５ ５．５４．３ ９．８

男子更衣室，書庫 天井換気扇 １００φ ｍ０ ０．０ ５．５１．０ ６．５

天井換気扇 ｍ１１．５０ ０．０１５０φ １．２ １２．７

１２

４０

３０

４０

１．５

１．５

１・２ 多目的便所
印刷スペ－ス，女子便所

Ａ２：Ｎ／Ｓ
Ａ３：Ｎ／Ｓ

津北工事事務所機械設備工事

ＨＥＸ－３

執務スペ－ス

ロビ－

廊下

３

３

１３

３

ＶＦ－ ６

ＶＦ－ ７

ＶＦ－ ５

ＶＦ－ ８

女子便所

２ 男子便所 天井換気扇 ｍ２．３ １１．５０ ０．０１５０φ １．２ １２．７

天井換気扇 １００φ ｍ０ ０．０ ５．５１．０ ４．５ １０．０

１ 女子更衣室 天井換気扇 １００φ ｍ０ ０．０ ５．５０．５ ６．０

天井換気扇 １００φ ｍ５．５

７０

２０

５

９．０

１．５

１．５ １ １．５ １６．０１・２ 執務スペ－ス
給湯室 ３５

男子便所

１ ９７．５６ ２．５０～
２．７０

計 回／ｈ よってＯＫＶＦ－０．３ ３７０ ３７０４３１５．５１ ９４．６５ １．１７

ＶＦ－

２

２

２

２

２

２

２．５０

２．５０

回／ｈ よってＯＫ

２ ２．７０執務スペ－ス １６３．００ ４４０．１０

給湯室 ４．００

印刷スペ－ス ６．００ １５．００

打合せスペ－ス １０．５０ ２．７０ ２８．３５

ホ－ル ２８．７８ ２．７０ ７７．７１
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２．５０～
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Ｍ－１０
（原図：A2）
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ＣＳ２

（参考）

配管サイズ ガ　ス　管 液　管 連絡配線

１ ９．５φ ６．４φ ＥＭ－ＥＥＦ２.０゜－３Ｃ

２ １２．７φ ６．４φ ＥＭ－ＥＥＦ２.０゜－３Ｃ

３ １５．９φ ９．５φ ＥＭ－ＥＥＦ２.０゜－３Ｃ

４ ２５．４φ ９．５φ ＥＭ－ＥＥＦ２.０゜－３Ｃ

＊連絡配線は冷媒共巻きとする

ＯＮ・ＯＦＦリモコンスイッチＲＳ

空調リモコンスイッチ
Ｃ ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５゜－２Ｃ
ＣＳ ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５゜－２Ｃ

ＰＢ：２００Ｘ２００Ｘ２００（樹脂製）

ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５゜－２Ｃ ｘ２ ：屋外

：隠蔽

：屋外

（ＨＩＶＥ２８）

（ＨＩＶＥ２２）

３ ＲＳ

Ｃ

Ｃ
Ｃ
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空調設備　２階平面図
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津北工事事務所機械設備工事
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ＣＳ２

（参考）

配管サイズ ガ　ス　管 液　管 連絡配線

１ ９．５φ ６．４φ ＥＭ－ＥＥＦ２.０゜－３Ｃ

２ １２．７φ ６．４φ ＥＭ－ＥＥＦ２.０゜－３Ｃ

３ １５．９φ ９．５φ ＥＭ－ＥＥＦ２.０゜－３Ｃ

４ ２５．４φ ９．５φ ＥＭ－ＥＥＦ２.０゜－３Ｃ

＊連絡配線は冷媒共巻きとする

ＯＮ・ＯＦＦリモコンスイッチＲＳ

空調リモコンスイッチ
Ｃ ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５゜－２Ｃ
ＣＳ ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５゜－２Ｃ

ＰＢ：２００Ｘ２００Ｘ２００（樹脂製）

ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５゜－２Ｃ ｘ２ ：屋外

：隠蔽

：屋外

（ＨＩＶＥ２８）

（ＨＩＶＥ２２）
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訂正

★

担当

★
藤川設計株式会社

★

承認 備考

★

業務名称 図面名称
一級建築士登録　３３８６０１

治田　聡
空調設備　屋根伏平面図
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サービスタンク

Ａ２：１／１００
Ａ３：１／１４０

津北工事事務所機械設備工事
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１ ２

配管化粧カバ－（参考図）

Ｃ

※冷媒配管の屋外露出保温施工は，配管化粧カバ－（歩路用高耐食鋼板製とする。）

（原図：A2）
Ｍ－１３

（参考）

配管サイズ ガ　ス　管 液　管 連絡配線

１ ９．５φ ６．４φ ＥＭ－ＥＥＦ２.０゜－３Ｃ

２ １２．７φ ６．４φ ＥＭ－ＥＥＦ２.０゜－３Ｃ

３ １５．９φ ９．５φ ＥＭ－ＥＥＦ２.０゜－３Ｃ

４ ２５．４φ ９．５φ ＥＭ－ＥＥＦ２.０゜－３Ｃ

＊連絡配線は冷媒共巻きとする

ＯＮ・ＯＦＦリモコンスイッチＲＳ

空調リモコンスイッチ
Ｃ ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５゜－２Ｃ
ＣＳ ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５゜－２Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５゜－２Ｃ ｘ２ ：屋外

：隠蔽

：屋外

（ＨＩＶＥ２８）

（ＨＩＶＥ２２）

２ＣＳ２,

ＣＳ２,

ＡＣＰ

ＡＣＰ

ＡＣＰ

ＡＣＰ

２

ＡＣＰ
６

ＡＣＰ

ＡＣＰ
１

ＡＣＰ
１

４

３

５

３

３

ＣＳ２,３

ＣＳ２,３

ＣＳ２,４

ＣＳ２,４

ＣＳ２,２

ＰＢ：２００Ｘ２００Ｘ２００（ＳＵＳ，ＷＰ）

連絡配線は化粧カバ－内施工とする。
寸法：Ｗ４５０ＸＨ１５０
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★

承認 備考

★

業務名称 図面名称
一級建築士登録　３３８６０１
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（原図：A2）
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縦樋：硬質塩ﾋﾞ管φ100着色管　つかみ金物：ｽﾃﾝﾚｽ製（SUS304）

外壁：ALC版たて張りt=100　外装厚塗材E(石目調)吹付け

外壁：ALC版たて張りt=100(ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾈﾙ)　外装厚塗材E(石目調)吹付け

幕板：ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板t=1.6　焼付け塗装(塗り分け)

＝　西　立　面　図　＝ ＝　南　立　面　図　＝

Ｉ

Ｊ

屋根：折版t=0.8　山高90

縦樋：硬質塩ﾋﾞ管φ75着色管　つかみ金物：ｽﾃﾝﾚｽ製（SUS304）

Ｊ
Ｊ

Ｊ

Ｈ Ｈ

笠木一体型　ｱﾙﾐ目隠し　H=1200

巾木：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修　撥水性吸水防止材(特殊水性ｼﾘｺﾝ樹脂ｶﾗｰｸﾘﾔｰ)

ｱﾙﾐ製手摺H=800

地流し(別途工事)

参考
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藤川設計株式会社
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業務名称 図面名称
一級建築士登録　３３８６０１
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断面詳細図(1)
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1/70

150120

△2F梁天

ｱﾙﾐ笠木　W=290 ｱﾙﾐ笠木　W=290
(ｱﾙﾐｶﾗｰ) (ｱﾙﾐｶﾗｰ)

断熱材t=35

鋳鉄製ｺｰﾅｰﾄﾞﾚﾝ(φ100用)

耐火被覆 木製ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ木製ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ 吹付けﾛｯｸｳｰﾙt=25 SOP塗装SOP塗装

LGS下地　PBt=9.5(捨貼)の上LGS下地　PBt=9.5(捨貼)の上
岩綿化粧吸音板t=9

執務ｽﾍﾟｰｽ執務ｽﾍﾟｰｽ
会議室

打合せｽﾍﾟｰｽ

LGS下地　化粧PBt=9.5

会議室倉庫 風除室 倉庫男子更衣室

岩綿化粧吸音板t=9

ﾎｰﾙ
ｱﾙﾐ水切

ﾓﾙﾀﾙt=30

焼付塗装

LGS下地　PBt=9.5(捨貼)の上 LGS下地　PBt=9.5(捨貼)の上
岩綿化粧吸音板t=9 岩綿化粧吸音板t=12

3%

ﾛｯｸｳｰﾙ吹付けt=10

磁器質床用 磁器質床用
ﾎﾓｼﾞﾆｱｽ系ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt=3.0 ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞt=180

砕石t=100

ｹｲｶﾙ板t=6.0(目透かし)
NAD塗装t=1.0

ｷｰｽﾄﾝPL t=1.2　

ﾛﾋﾞｰ

3
0
0

120 130

290

A部詳細

防水押え
ｱﾝｸﾞﾙ

ｱﾙﾐ製
笠木

A部詳細図

2,200

Ａ－１７

ﾓﾙﾀﾙt=30

ｷｰｽﾄﾝPL t=1.2　

ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑt=25

防湿ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑt=0.15

150角ﾀｲﾙ張 150角ﾀｲﾙ張

ｼｰﾄ防水t=1.5(SI-M2)　機械固定断熱工法

ｼｰﾄ防水t=2.0(S-F2)　接着工法
ｼｰﾄ防水t=2.0(S-F2)

接着工法

7
5

7
5

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.5 ﾎﾓｼﾞﾆｱｽ系ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt=3.0

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.5

ｱﾙﾐ目隠し H=1200
笠木一体型

電気亜鉛ﾒｯｷ鋼板t=1.6加工

合成高分子系ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

合成高分子系ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ
合成高分子系ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

塗膜防水(X-2)

ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ(ｼﾙﾊﾞｰｱﾙﾏｲﾄ)

L-50×50×4
SUS製 ｱﾝｸﾞﾙHL

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞH=10の上 ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞH=10の上

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞH=10の上 ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞH=10の上 ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞH=10の上

発電機設置（別途工事）

参考

津北工事事務所建築工事


